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発明の概要

【課題】緻密な構造のＲｕ層（⾦属層）を低温で成膜する。
【解決⼿段】基板ホルダ１３とカソード電極１２間には、チャンバ１０外に設けられ
た直流電源２２を介して、カソード電極１２が負側となるような直流（ＤＣ）電圧が
印加される。ここでは、スパッタリングターゲット１１、カソード電極１２をその鉛
直⽅向に沿った中⼼軸の周りで巻回するヘリカルコイル１４が設けられている。ヘリ
カルコイル１４には、チャンバ１０外に設けられた⾼周波電源２３によって⾼周波電
⼒が印加される。ヘリカルコイル１４を⽤いることによって、基板１００の温度が４
００℃以下の場合でも、良好な膜質のＲｕバリアメタル層を得ることができる。
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